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ア
マ
ド
コ
ロ
は
、
日
本
で
は
北
海
道

か
ら
九
州
に
か
け
て
広
く
自
生
す
る
ユ

リ
科
（
新
し
い
分
類
で
は
キ
ジ
カ
ク
シ

科
ま
た
は
ク
サ
ス
ギ
カ
ズ
ラ
科
）
の
多

年
草
で
、
野
山
の
草
原
や
林
縁
に
普
通

に
み
ら
れ
ま
す
。
芽
立
ち
や
花
を
つ
け

る
時
期
が
や
や
遅
い
た
め
、
意
外
に
目

に
付
き
や
す
い
で
す
。

ア
マ
ド
コ
ロ
と
い
う
名
前
は
、
根
茎

が
ヤ
マ
ノ
イ
モ
科
の
ト
コ
ロ
（
オ
ニ
ド

コ
ロ
）
の
よ
う
に
横
に
這
い
、
多
少
甘

味
が
あ
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
根
茎

は
白
色
で
太
く
、
横
に
長
く
伸
び
て
節

間
が
や
や
広
が
る
と
と
も
に
、
環
状
に

な
っ
た
節
が
目
立
ち
ま
す
。

地
上
茎
は
根
茎
の
先
端
か
ら
１
本
枝

分
か
れ
せ
ず
に
出
ま
す
が
、
毎
年
枯
れ

な
が
ら
根
茎
を
伸
ば
す
た
め
、
そ
の
痕

跡
が
根
茎
上
に
丸
く
残
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
そ
の
痕
跡
を
数
え
る
と
根
茎
の

年
数
が
わ
か
り
ま
す
。

春
先
の
頃
は
、
太
筆
の
よ
う
な
若
芽

が
赤
み
を
帯
び
て
直
立
し
ま
す
。
そ
の

群
落
を
初
め
て
み
る
と
異
様
な
感
じ
が

し
ま
す
が
、
東
北
地
方
の
一
部
で
は
こ

れ
を
ア
ク
抜
き
し
て
山
菜
に
し
ま
す
。

葉
が
展
開
し
始
め
る
と
、
そ
の
基
部
に

紡
錘
状
の
白
い
蕾
が
１
～
２
個
ず
つ
現

れ
る
の
で
識
別
で
き
ま
す
。

開
花
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
つ
も
り
な

の
で
し
ょ
う
か
、
上
部
の
葉
が
展
開
し

き
ら
な
い
う
ち
に
花
が
下
か
ら
咲
き
出

し
ま
す
。
花
の
先
端
は
緑
色
で
浅
く
６

裂
し
て
や
や
反
り
返
り
ま
す
。
花
は
小

さ
い
で
す
が
、
新
葉
の
各
葉
腋
か
ら
白

花
が
ぶ
ら
下
が
る
の
で
、
な
か
な
か
風

情
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
本
州
北
部
か

ら
北
海
道
に
は
全
体
に
大
形
の
変
種
オ

オ
ア
マ
ド
コ
ロ
も
自
生
し
て
い
ま
す
。

近
縁
な
植
物
に
ナ
ル
コ
ユ
リ
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
名
は
花
の
つ
き
方
が
田
畑

の
作
物
を
害
獣
や
害
鳥
か
ら
守
る
た
め

の
鳴
子
に
似
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
ま

す
。
ア
マ
ド
コ
ロ
に
比
べ
て
ナ
ル
コ
ユ

リ
の
ほ
う
が
花
の
つ
き
が
よ
い
で
す
が
、

全
体
に
よ
く
似
て
い
る
た
め
混
同
さ
れ

や
す
い
で
す
。

ア
マ
ド
コ
ロ
の
斑
入
り
品
種
が
い
け

ば
な
や
園
芸
で
よ
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
「
鳴
子
ユ
リ
」、「
斑

入
り
鳴
子
」
な
ど
と
称
す
る
た
め
、
ナ

ル
コ
ユ
リ
の
斑
入
り
品
種
と
誤
解
さ
れ

が
ち
で
す
。
地
下
部
の
性
状
に
由
来
す

る
ア
マ
ド
コ
ロ
よ
り
も
、
花
の
形
状
に

由
来
す
る
ナ
ル
コ
ユ
リ
と
称
す
る
ほ
う

が
印
象
も
名
前
の
響
き
も
い
い
と
い
う

こ
と
で
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
両
者
の
区
別
は
そ
れ
ほ
ど

む
ず
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
マ
ド
コ

ロ
の
茎
は
稜
が
あ
っ
て
角
張
る
の
に
対

し
、
ナ
ル
コ
ユ
リ
は
丸
い
の
で
、
茎
を

つ
ま
ん
で
撫
で
て
み
れ
ば
す
ぐ
に
わ
か

り
ま
す
。
ま
た
、
ナ
ル
コ
ユ
リ
は
葉
が

細
長
く
て
茎
が
常
に
緑
色
で
あ
る
の
に

対
し
、
ア
マ
ド
コ
ロ
は
葉
の
丸
み
が
強

く
、
葉
の
基
部
や
茎
が
赤
味
を
帯
び
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ア
マ
ド
コ
ロ
の
根
茎
は
「
玉
ぎ
よ
く

竹ち
く

」
ま

た
は
「
萎い

（
葳い

）
蕤ず
い

」
と
い
い
、
熱
病

に
よ
る
脱
水
や
咳
嗽
、
口
渇
な
ど
に
配

合
さ
れ
ま
す
。
民
間
で
は
打
撲
傷
や
腰

痛
に
生
の
根
茎
を
す
り
お
ろ
し
、
そ
の

ま
ま
、
あ
る
い
は
そ
の
汁
や
粉
末
を
小

麦
粉
と
酢
で
練
っ
た
も
の
を
貼
り
ま
す
。

ま
た
、
滋
養
強
壮
の
目
的
で
薬
酒
に
も

さ
れ
ま
す
が
、
ナ
ル
コ
ユ
リ
の
根
茎
を

用
い
た
黄
精
酒
の
ほ
う
が
有
名
で
す
。

ア
マ
ド
コ
ロ
と
ナ
ル
コ
ユ
リ
は
、
形
態

や
生
育
場
所
だ
け
で
な
く
、
薬
効
ま
で

も
が
類
似
し
て
い
る
た
め
混
同
さ
れ
が

ち
で
す
が
、
間
近
で
比
較
し
て
み
る
と
個

性
の
違
い
が
い
ろ
い
ろ
み
え
て
き
ま
す
。

とびらの言葉

――あなたこそ主治医――

　自分のことは自分が一番よく知っている、自分を知っているのは、自分以外にはな
い筈です。
　健康もそうで、健康は私たちの生活そのものによって創られるのです。私たちの健
康はお医者さんが創るのでも、薬剤師さんが創るのでもありません。あなたの健康は、
あなたの生活、あなた自身が創るよりほかありません。すなわち、あなたの主治医は
あなた自身であります。あなたの主治医としてのあなたと共に、健康のことを考え、
健康を創る資料を提供するために生れたのが本誌です。その意味で、いささかでもあ
なたのパイロットの役をつとめることができれば幸せです。

（昭和 36 年創刊時の言葉より）

薬 草 の 周 辺
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木々の緑もしだいに濃くなり、草原の明るさと落葉樹
林下の暗さがよりはっきりしてきます。そんな場所には
アマドコロがよく群生し、細長い白花を鈴なりにつけま
す。ナルコユリによく似て、根茎を薬用にするとともに、
その斑入り品種が「鳴子ユリ」の名で流通しています。

東京理科大学薬学部講師　和田浩志
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す
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、
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、
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に
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、
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――あなたこそ主治医――

　自分のことは自分が一番よく知っている、自分を知っているのは、自分以外にはな
い筈です。
　健康もそうで、健康は私たちの生活そのものによって創られるのです。私たちの健
康はお医者さんが創るのでも、薬剤師さんが創るのでもありません。あなたの健康は、
あなたの生活、あなた自身が創るよりほかありません。すなわち、あなたの主治医は
あなた自身であります。あなたの主治医としてのあなたと共に、健康のことを考え、
健康を創る資料を提供するために生れたのが本誌です。その意味で、いささかでもあ
なたのパイロットの役をつとめることができれば幸せです。

（昭和 36 年創刊時の言葉より）

薬 草 の 周 辺

爽やかな五月晴れに心も弾みます。もっとも、その爽
やかさは真夏のように強い太陽光と冷涼な空気との微妙
な組み合わせによるといわれています。ご用心ください。
木々の緑もしだいに濃くなり、草原の明るさと落葉樹
林下の暗さがよりはっきりしてきます。そんな場所には
アマドコロがよく群生し、細長い白花を鈴なりにつけま
す。ナルコユリによく似て、根茎を薬用にするとともに、
その斑入り品種が「鳴子ユリ」の名で流通しています。

東京理科大学薬学部講師　和田浩志
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自
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